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夕
闇
に
ネ
オ
バ
ロ
ッ
ク
様
式
の
石
造

り
の
建
物
が
浮
か
び
上
が
る
。
日
本
の

明
治
建
築
を
代
表
し
、
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
日
本
銀
行
本
館
。
こ

の
日
、
二
〇
〇
四
年
十
月
十
日
は
、
明

治
二
十
九
年
、
日
銀
が
創
業
の
日
本
橋

箱
崎
町
か
ら
引
っ
越
し
、
こ
の
建
物
で

仕
事
を
再
開
し
て
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
一

〇
八
年
目
に
あ
た
る
。

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
祝
う
式
典
が
、
夕

刻
か
ら
旧
館
の
前
庭
で
繰
り
広
げ
ら
れ

た
。
江
戸
消
防
記
念
会
に
よ
る
木
遣
り

の
ご
祝
儀
の
後
、
点
灯
式
が
催
さ
れ
、

日
銀
・
福
井
俊
彦
総
裁
は
「
日
本
橋
の

老
舗
の
店
や
企
業
の
皆
さ
ん
た
ち
と

は
、
向
こ
う
三
軒
両
隣
と
い
う
感
覚
で

こ
れ
か
ら
も
輪
を
広
げ
た
い
」
と
、
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
へ
の
思
い
を
語
っ
た
。

と
っ
ぷ
り
日
の
落
ち
た
こ
ろ
、
前
庭

に
し
つ
ら
え
ら
れ
た
舞
台
で
能「
羽
衣
」

が
上
演
さ
れ
た
。
来
場
者
は
約
一
〇
〇

〇
人
。
本
館
の
石
の
肌
合
い
は
、
能
の

舞
台
背
景
に
意
外
と
マ
ッ
チ
す
る
。
現

代
の
東
京
の
街
並
み
の
一
角
に
幽
玄
の

世
界
が
現
出
し
た
瞬
間
、
人
々
が
思
い

を
馳
せ
た
の
は
、
こ
の
街
の
、
江
戸
期

よ
り
続
く
歴
史
と
、
そ
の
現
代
に
お
け

る
役
割
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。

も
と
も
と
は
日
比
谷
入
江
と
隅
田
川

の
間
の
低
湿
地
だ
っ
た
日
本
橋
地
区
に

町
屋
が
建
設
さ
れ
た
の
は
、
家
康
の
入

府
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。文
禄
年
間
に
、

現
在
の
本
石
町

ほ
ん
ご
く
ち
ょ
う

辺
り
に
金
貨
幣
の
鋳
造

所
で
あ
る
金
座
が
で
き
た
。
そ
の
跡
地

に
立
つ
の
が
現
在
の
日
本
銀
行
で
あ

る
。
そ
う
し
た
縁
も
あ
っ
て
、
日
本
橋

は
明
治
以
降
、
日
本
の
金
融
中
心
地
と

し
て
発
達
し
て
い
く
。

む
ろ
ん
日
本
橋
に
は
、
江
戸
五
街
道

の
起
点
、
そ
し
て
近
代
商
業
発
祥
の
地

と
い
う
顔
も
あ
る
。
水
路
、
陸
路
の
交

差
す
る
地
の
利
は
、
全
国
か
ら
人
と
物

資
を
集
め
、
賑
わ
い
が
絶
え
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て

表
通
り
で
は
大
手
百
貨
店
と
老
舗
名
店

に
よ
る
商
業
文
化
が
栄
え
、
そ
の
か
た

わ
ら
、
一
歩
路
地
を
入
れ
ば
、
そ
こ
は

新
橋
、
柳
橋
と
並
ぶ
花
柳
界
、
街
並
み

は
し
っ
と
り
と
し
た
た
た
ず
ま
い
を
醸

し
出
し
て
い
た
と
い
う
。

し
か
し
、
そ
う
し
た
賑
わ
い
や
風
情

も
、
高
度
成
長
期
の
乱
開
発
と
バ
ブ
ル

崩
壊
以
降
の
景
気
低
迷
期
を
経
て
、
し

だ
い
に
失
わ
れ
て
い
く
。

ち
な
み
に
日
本
橋
エ
リ
ア
は
ビ
ジ
ネ

ス
街
と
し
て
東
京
で
も
有
数
の
一
等
地

日
銀
本
館
が

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
る
と
き

金
融
と
商
業
の
街

―
―
日
本
橋
四
〇
〇
年
の
盛
衰

日
本
橋

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
物
語

現
在
の
日
本
橋
（
明
治
四
十
四
年
開
橋
）。
日
本

橋
が
初
め
て
架
け
ら
れ
た
の
は
、
慶
長
八
（
一
六

〇
三
）
年
。
そ
の
後
、
火
災
な
ど
に
よ
っ
て
明
治

四
十
四
（
一
九
一
一
）
年
に
至
る
ま
で
、
一
九
回
架

け
替
え
ら
れ
た
。

日
本
橋
の
上
に
、
首
都
高
速
道
路
が
開
通
し
た
の

は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
前
年
、
昭
和
三
十
八

（
一
九
六
三
）年
。

歌
川
広
重
（
初
代
）「
名
所
江
戸
百
景
・

日
本
橋
雪
晴
」
安
政
三（
一
八
五
六
）年

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ

た
日
本
銀
行
本
館
を

背
景
に
夕
闇
に
出
現

し
た
幽
玄
の
世
界
。

｜
｜
近
代
商
業
の
地
を
現
代
に
再
生
す
る

歴
史
的
資
産
と
金
融
・
商
業
ビ
ジ
ネ
ス
が
融
合
し
、

独
特
の
街
区
を
形
成
し
て
き
た
東
京
・
日
本
橋
。

バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
低
迷
を
乗
り
越
え
、
い
ま
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

（
再
生
）の
動
き
が
活
発
だ
。

街
に
買
い
物
客
が
戻
り
、
丸
の
内
、
銀
座
、
京
橋
を
含
む

ゆ
る
や
か
な
都
市
回
遊
性
も
生
ま
れ
て
き
た
。

地
域
と
企
業
が
一
体
と
な
っ
て
進
め
る

再
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
た
ど
り
な
が
ら
、

都
市
再
生
の
意
味
を
考
え
る
。

取
材
・
文

広
重
隆
樹
　
撮
影

三
浦
健
司

に
ち
ぎ
ん
の
あ
る
街
か
ら
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だ
が
、
九
〇
年
代
中
期
の
金
融
不
安
の

こ
ろ
に
は
、
た
と
え
ば
日
本
橋
室
町

む
ろ
ま
ち

・

本
町

ほ
ん
ち
ょ
う

あ
た
り
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
空
室
率

は
一
挙
に
九
％
以
上
に
上
昇
し
て
い

る
。
日
本
橋
は
ビ
ジ
ネ
ス
の
中
心
地
で

あ
る
が
故
に
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
日
本

経
済
の
低
迷
を
象
徴
す
る
こ
と
も
あ
っ

た
の
だ
。

し
か
し
、
こ
の
数
年
、
日
本
橋
に
変

化
が
訪
れ
て
い
る
。
江
戸
開
府
・
日
本

橋
創
架
四
〇
〇
年
を
迎
え
た
二
〇
〇
三

年
を
機
に
、
新
し
い
商
業
施
設
の
新
築

が
相
次
ぐ
一
方
で
、「
日
本
橋
」
な
ど

歴
史
的
な
建
造
物
の
保
存
と
周
辺
と
の

調
和
を
掲
げ
た
、
新
し
い
都
市
再
生
の

試
み
が
本
格
化
し
て
き
た
の
だ
。

「
日
本
橋
の
街
並
み
は
老
舗
の
店
が

築
い
て
き
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
。
た
だ
、
た
え
ず
新
し
さ
も
採
り
入

れ
て
き
た
か
ら
こ
そ
、
伝
統
も
生
き
延

び
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
両
面
を
見
据

え
た
再
開
発
が
必
要
で
す
」

と
い
う
の
は
、「
名
橋
『
日
本
橋
』日

本
橋
再
開
発
の
ア
イ
デ
ア
コ
ン
ペ
作
品
。
日
本
橋
川
と
周
辺

の
街
区
が
一
体
と
な
っ
た
大
空
間
を
整
備
し
、
職
・
商
・
住
が

調
和
し
た
街
づ
く
り
を
提
案
。

保
存
会
」
事
務
局
長
の
永
森
昭
紀
さ
ん

（
三
越
日
本
橋
本
店
渉
外
部
長
）
だ
。

「
保
存
会
」
は
、
地
元
の
町
会
、
企

業
、
有
志
で
構
成
さ
れ
る
地
域
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
組
織
。
日
本
橋
と
そ
の
周
辺
の

景
観
・
環
境
を
守
る
と
い
う
目
的
で
三

六
年
前
に
発
足
し
た
。
日
本
橋
上
に
か

か
る
高
速
道
路
の
将
来
に
お
け
る
移
転

を
見
据
え
な
が
ら
、「
橋
洗
い
」
な
ど

の
環
境
美
化
活
動
、
東
京
箱
根
駅
伝
の

誘
致
な
ど
日
本
橋
地
域
の
活
性
化
活
動

を
続
け
て
き
た
。
冒
頭
の
「
能
と
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
の
夕
べ
」
を
主
催
し
た
の
も

保
存
か
ら
発
展
へ

―
―
新
し
い
街
づ
く
り
に
挑
む
人
々

こ
の
会
。
も
う
一
つ
の
地
域
組
織

「
日
本
橋
地
域
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
一
〇
〇

年
計
画
委
員
会
」
と
も
連
携
し
な
が

ら
、
日
本
橋
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
音

頭
を
取
る
。

企
業
と
町
内
会
組
織
が
「
向
こ
う
三

軒
両
隣
」
感
覚
で
一
体
と
な
っ
た
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
活
動
が
、
今
よ
う

や
く
花
開
こ
う
と
し
て
い
る
。
再
開
発

と
い
え
ば
街
区
を
い
っ
た
ん
更
地
に
し

て
、
高
層
複
合
施
設
ビ
ル
を
建
て
る
だ

け
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
か
っ
た
の
に

対
し
、
日
本
橋
で
は
こ
う
し
た
地
域
の

活
動
が
存
在
し
た
こ
と
も
あ
り
、
再
生

計
画
は
通
常
と
は
や
や
異
な
っ
た
様
相

を
呈
し
て
き
た
。

「
ビ
ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン
と
い
っ
た
商

品
ご
と
で
は
な
く
、
一
つ
の
エ
リ
ア
を

対
象
に
し
、
そ
の
地
区
の
長
期
的
な
活

性
化
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
進
め
て
い

ま
す
。
街
の
人
と
親
し
く
な
り
、
そ
の

思
い
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
古
さ
と
新

し
さ
の
同
居
を
追
求
し
て
き
ま
し
た
」

と
い
う
の
は
、
三
井
不
動
産
日
本
橋

街
づ
く
り
推
進
部
の
大
江
功
一
部
長

だ
。
日
本
橋
は
三
井
グ
ル
ー
プ
に
と
っ

て
も
、「
越
後
屋
」
以
来
の
発
祥
の
地
。

そ
れ
だ
け
に
再
生
へ
の
思
い
も
強
く
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で

日
本
橋
か
ら
情
報
発
信
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地
域
名
を
冠
し
た
事
業
部
を
発
足
さ
せ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
社
が
手
掛
け
る

再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
第
一
弾
が
、
東

急
グ
ル
ー
プ
と
の
共
同
事
業
で
あ
る
、

百
貨
店
跡
に
二
〇
〇
四
年
一
月
に
竣
工

し
た「
日
本
橋
一
丁
目
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
」

と
そ
の
一
角
を
占
め
る
商
業
施
設
「
Ｃ

Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
日
本
橋
」
の
オ
ー
プ
ン

（
三
月
）
だ
。
船
の
帆
を
か
た
ど
っ
た

斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
は
、
日
本
橋
活
性
化

の
文
字
通
り
「
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
（
核
）」
に

な
る
も
の
で
あ
る
。

な
か
で
も
コ
レ
ド
の
テ
ナ
ン
ト
戦
略

は
興
味
深
い
。
出
店
し
た
三
三
店
舗
の

う
ち
、
半
数
が
東
京
初
出
店
か
新
業
態

の
テ
ナ
ン
ト
。
地
元
の
老
舗
と
顧
客
を

取
り
合
う
こ
と
な
く
、
か
つ
よ
り
若
い

世
代
を
街
に
呼
び
こ
む
狙
い
が
反
映
さ

れ
て
い
る
。
実
際
、
開
業
後
半
年
時
点

で
の
コ
レ
ド
の
来
場
者
数
は
一
日
三
万

か
ら
三
万
五
〇
〇
〇
人
と
、
百
貨
店
時

代
の
約
二
倍
に
達
し
た
。
十
月
の
三
越

日
本
橋
本
店
新
館
オ
ー
プ
ン
と
の
相
乗

効
果
も
あ
り
、
地
区
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ

ー
ト
・
中
央
通
り
の
人
通
り
の
様
子
か

ら
し
て
も
来
街
者
は
増
え
、
か
つ
少
し

若
返
っ
た
感
が
あ
る
。

今
、
こ
の
通
り
で
は
三
井
本
館
街
区

再
開
発
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
都

の
「
重
要
文
化
財
特
別
型
特
定
街
区
制

度
」
の
初
適
用
を
受
け
、
重
要
文
化
財

「
三
井
本
館
」
を
保
存
し
な
が
ら
、「
日

本
橋
三
井
タ
ワ
ー
」
の
建
設
を
行
う
と

い
う
も
の
。
地
上
三
九
階
と
い
う
超
高

層
な
が
ら
、
景
観
と
の
違
和
を
生
じ
な

い
よ
う
設
計
上
の
配
慮
が
凝
ら
さ
れ
て

い
る
。
高
層
部
に
は
、
世
界
的
な
ラ
グ

ジ
ュ
ア
リ
ー
ホ
テ
ル
「
マ
ン
ダ
リ
ン

オ
リ
エ
ン
タ
ル
東
京
」
の
入
居
が
決

定
。
海
外
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
や
観
光
客

ら
が
、
こ
の
地
で
日
本
の
近
世
、
近
代
、

現
代
の
交
錯
を
楽
し
む
シ
ー
ン
が
見
ら

れ
る
の
も
ま
も
な
く
だ
。

「
東
京
駅
を
挟
む
日
本
橋
と
丸
の
内

エ
リ
ア
が
競
合
、
対
立
的
に
取
り
上
げ

日
本
橋
が
目
指
す
の
は

「
都
市
の
回
遊
性
」。
新
し

い
も
の
と
古
い
も
の
が
溶

け
合
う
街
並
み
に
さ
ま
ざ

ま
な
人
々
が
行
き
交
う
。

中央通り「はな街道」。四季の
花が咲きほこる花壇を、きれ
いに保っているのは地元の
人々のボランティア活動。

八重洲、京橋、日本橋地
区を結ぶ無料巡回バス
「メトロリンク日本橋」

歴史的資産と金融・商業ビジネスが融合
し、いま新しい表情を見せ始めた日本橋
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日本橋界隈（中央区）の人口推移 

平成12年 昼間人口 
648,366人 

 
（注）中央区の人口推移を『中央区史』『平成15年版 中央区政年鑑』（ともに中央区発行）より作成。 
　　　1947年（昭和22年）の中央区誕生以前の数値は旧日本橋区と旧京橋区の合算。 
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ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
が
、
そ
う
い
う
狭

い
意
識
で
は
な
く
、
東

京
の
都
市
再
生
の
一
環
と
し
て
捉
え
る

べ
き
。
こ
れ
か
ら
は
、
ア
ジ
ア
の
ハ
ブ

都
市
と
し
て
上
海
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と

の
比
較
で
、
東
京
駅
を
中
心
と
す
る
こ

の
地
区
が
よ
り
活
性
化
す
る
方
策
は
何

か
と
い
う
、
よ
り
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
」
と
、
大
江
氏

は
語
る
。

こ
う
し
た
街
並
み
の
変
化
を
、
こ
の

街
で
商
売
を
営
む
老
舗
の
人
た
ち
は
ど

う
感
じ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

「
界
隈
に
は
料
亭
が
何
十
軒
と
軒
を

並
べ
、
新
内
流
し
の
三
味
線
の
音
が
絶

え
な
か
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
」

と
戦
前
の
日
本
橋
料
飲
街
の
話
を
す

る
の
は
、
日
本
料
理
・
日
本
橋
ゆ
か
り

の
当
主
、
野
永
喜
一
郎
さ
ん
だ
。
先
代

が
昭
和
初
期
に
創
業
し
、
二
代
目
と
し

て
七
〇
年
代
に
代
を
継
い
だ
。
宮
内
庁

出
入
り
を
許
さ
れ
た
伝
統
の
味
を
守
る

一
方
で
、
調
理
人
が
客
と
相
対
し
て
仕

事
を
す
る
カ
ウ
ン
タ
ー
割
烹
と
い
う
形

式
を
い
ち
早
く
導
入
す
る
な
ど
、
革
新

も
重
ね
て
き
た
。

「
新
し
い
施
設
が
で
き
て
人
の
流
れ

が
活
発
に
な
っ
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
見
た
と
い
っ
て
ふ
ら
っ
と
若
い
子
が

や
っ
て
く
る
。
昔
の
社
用
族
は
日
本
橋

で
夕
飯
を
済
ま
せ
、
銀
座
、
六
本
木
で

飲
ん
で
、
ま
た
日
本
橋
に
戻
っ
て
き
た

り
し
て
い
た
。
そ
う
い
う
都
市
の
回
遊

性
が
生
ま
れ
る
い
い
チ
ャ
ン
ス
だ
ね
」

と
、
喜
一
郎
さ
ん
は
最
近
の
日
本
橋
の

変
化
を
歓
迎
す
る
。

変
化
を
真
正
面
か
ら
受
け
止
め
る
の

は
、三
代
目
若
旦
那
の
喜
三
夫
さ
ん
だ
。

テ
レ
ビ
の
料
理
対
決
番
組
に
も
出
演
、

季
節
感
と
素
材
を
活
か
し
た
モ
ダ
ン
な

日
本
料
理
は
若
い
女
性
に
も
人
気
。

「
時
代
は
変
わ
れ
ど
、
当
主
は
包
丁

を
離
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
我

が
家
の
家
訓
。
今
で
い
え
ば
オ
ー
ナ
ー

シ
ェ
フ
で
す
か
ね
。
京
料
理
に
雅
を
学

び
、江
戸
料
理
の
粋
と
組
み
合
わ
せ
る
、

陶
芸
や
お
茶
を
嗜
ん
で
調
理
人
と
し
て

「ストリートアートよみがえる大江戸パノラ
マ」。中央通りで開発中のビル工事の仮囲い
を美しいアート空間として活用したもの。室
町の日本橋三井タワー工事現場では、「江戸
名所図屏風の世界」が展開され、街を歩く人
の目を楽しませている。温

故
知
新
の

老
舗
力
を
活
か
す

日本橋ゆかりの野永喜一郎さん（右）と
野永喜三夫さん親子

華やかに賑やかに……日本橋創架四百年を
記念したイベント（平成15年3月）。数々の
山車や神輿など約4000人の出場者がパレー
ドした。

日本橋を変える学生たち

日本橋地域の再生には、企業、地域、行

政だけでなく、学生たちも関心を寄せる。

「日本橋学生工房」は東大、日大、芝浦工

大、武蔵工大の建築・土木専攻の学生によ

る組織。地域に入り込み、実地調査を通し

て、街づくりに関する提言を行っている。

日銀本館のライトアップイベントなど地域

行事にもボランティアとして積極的に参

加。日本橋川沿いの地区にアーティストを

住まわせ、地元との交流を図るなど、さま

ざまなアイデアを提案している。

アドバイザーの一人、森地茂・政策研究

大学院大学教授は「これからの日本の街づ

くりにはもっと若い人の考えを取り入れる

べき。地元のコンセンサスが取れないとき

も、ボランティア精神に

溢れた学生の存在は合意

形成の媒介役となる可能

性もある」と、その活動

を評価している。

の
素
養
を
広
げ
る
と
い
う
の
も
、
オ
ー

ナ
ー
シ
ェ
フ
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ

と
。
こ
の
温
故
知
新
の
オ
ー
ナ
ー
感
覚

が
日
本
橋
の
老
舗
力
の
根
底
に
あ
る
と

思
い
ま
す
」

老
舗
は
た
だ
古
び
て
い
く
の
で
は
な

い
。
伝
統
を
守
り
つ
つ
、
時
代
に
合
っ

た
も
の
を
表
現
す
る
。
そ
れ
は
老
舗
の

料
理
店
だ
け
で
な
く
、
日
本
橋
の
街
全

体
の
目
指
す
べ
き
方
向
の
よ
う
に
も
思

え
る
。
建
築
で
い
う
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

は
、
古
い
ス
ト
ッ
ク
を
活
か
し
つ
つ
、

空
間
を
再
生
す
る
と
い
う
意
味
合
い
が

あ
る
。
日
本
有
数
の
都
市
観
光
資
産
、

街
を
愛
す
る
企
業
人
、
老
舗
の
旦
那
衆

―
―
こ
う
し
た
ス
ト
ッ
ク
に
恵
ま
れ
た

日
本
橋
は
、
こ
れ
か
ら
の
都
市
リ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
の
最
先
端
モ
デ
ル
に
な
り
う

る
は
ず
だ
。




